
白馬中3年生生徒 

がまとめた!

〜ゼロカーボンロードマップ～

-白馬村の持続可能な未来に向けた 

環境分野のアクションプラン-
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この資料を読む前に ■

本資料は、白馬村が策定した「白馬村ゼロカーボン 

ロードマップ」をもとに、白馬の自然などについて 

調べている、白馬中学校3年生のエコリンクというグ 

ループが、実際にロードマップを作った人にお話を 

聞き、重要なところをピックアップし分かりやすく

整理しまとめたものです。回 胆

回卷! ーリンクはこちらから



第一章はじめに



なぜ、ロードマップを作るのか？

気候変動による異常気象•少雪化など、白馬村の

自然環境にも影響が出ており、村民•関係者とし

て対応が必要であることを伝えるため。
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□-ドマップの主な内容

生物多様性回復イメージ図

ゼロカーボン(CO2排出実質ゼ

□)と生物多様性回復(ネイチ

ャー •ポジティブ)の実現を目 

標とし、「道筋(ロードマッ 

プ)」として具体的にどう進める 

かを示している。



第二章 白馬村が目指す未来



白馬村の目指す未来

白馬村の自然風土を残し続けるために

ゼロカーボンとネイチャーポジティブを両輪で目指します。
気候変動を食い止め、

生き物が持続可能に生きていける環境をつくる

ゼロカーボン

(ZC)

「いのち」である 

自然風土を残し続ける

ネイチャー 
ポジティブ 

(NP)

生物多様性を回復し、

自然と共生しながら物質循環を最適イ白馬村ゼロカーボンロードマップより



ゼロカーボンとは

人間活動による温室効果ガ 

ス(二酸化炭素など)の排 

出量から、森林などによる 

吸収量を引いて、排出量を 

実質的にゼロにすること。
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ネイチャーポジティブとは

生物多様性の損失を止めて回 

復軌道に乗せ、自然を豊かな 

状態(プラスの状態)にして 

いくこと。



CO2排出削減目標 ■

白馬村ではゼロカーボンビジョンにて2050年のCO2削 

減目標を定めていますが、本ロードマップにて2030 
年のCO2排出量を60%削減することを定めました。
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生物多様性の回復に向けた目標

「里山、森林、川に住む多様な生命 

(動物•植物)が共生し、生きるの 

に必要な物質が最適に循環する生態 

系が育まれる地域。」

自然風土を残すためには村も人 

も変わっていく必要がある。



第三章 白馬村の取組方針と道筋



白馬の特徴と方針

豊かな自然資源 国内有数の降雪量を誇る雪国 世界から選ばれる 
マウンテンリゾート

豊かな自然資源を活かし 

ゼロカーボン(ZC)と 寒冷地かつ、降雪量の多い地域で

ネイチャーポジティブ(NP)を 必要な施策を必要な優先順位で進める

両立させる

観光体験の向上による経済循環と 

持続可能な未来を両立させる

白馬村ゼロカーボンロードマップより
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宿泊施設•家庭における省エネ推進

特徴•課題
• 寒冷•豪雪地帯では建物の断熱性 

能が電力消費に直結するため、断 

熱性能向上が重要。

• 冬季観光が強みで、宿泊施設の断 

熱性は滞在体験と省エネの両立に 

不可欠。

• 観光を維持しつつC02排出を減ら 

す“デカップリング”が求められ 

る。
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宿泊施設•家庭における省エネ

白馬村は冬期の気温が非常に低くなるこ

. とから、暖房に使う電力はものすご'く多
• ••▲「•・いです。

•••3吆E
、サンド, そこで壁を断熱材に変えることにより、

f r 少ない電力で室内の温度を保つことがで

I_I_I きるようにすることが重要です。



主な施策

• 「古民家•空き家等」の利活用を断熱改修や高付 

加価値化という方向で検討。

•家庭向けには、断熱改修を通じた省エネ•健康的 

な住まいの普及啓発。
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主な施策 1

•補助金•制度整備として、例えば住宅の高断熱•省工 

ネ設備導入への補助(例：ゼロ •エネルギー住宅

(ZEH)補助)など。

•情報発信•省エネ家電普及キャンペーンなど、住まい 

や家庭での省エネ行動を促す仕組み。
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室内効果ガスを排出しない移動方法

普段乗る車をEV化(電動化)す 

ることで、環境に害を及ぼさず 

に移動することができます。

今は車だけでなく、自転車にバ 

ッテリーを取り付けることで楽 

に漕ぐことのできるものも開発 

されています。



ですが現状

EV自動車の充電場所は確保され 

ていますが、EV車が白馬村内で 

普及していないのが課題です。

白馬村としてもそれを問題視し 

ており、村全体でEV化をやりや 

すくできればいいですね。



白馬村の自然環境と調和したエネルギー循環

白馬村は広大な自然環境を崩さ 

ずにエネルギーを得る方法を実 

行しています。

主に使われているのは、小水力発 

電でエネルギーを作る方法です。 

これは自然に負荷をかけず、白馬 

村の景観を失うことなくエネルギ 

一を得ることができます。



ですがそれだけで電力を 

賄うのは難しいです。

そこで太陽光パネルを設置したい 

のですが従来のものだと上に雪が 

積もってしまったり発電が難しい 

です。

そこで現在白馬村では屋にJ

化のソーラーパネルを役場や中学 

校につける工事をしています。



白馬村の自然資源を活かした

自然生態系生物多様性の回復

白馬村は森林•里山•湿地•河

JII •高山植物などの多様な生態系 

を持つ地域です。

その広大な自然を活用することで 

生態系回復を目指しています。
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植物は二酸化炭素を吸収し、 

酸素を吐き出す性質があるた 

め、森林を守ることで質のい 

い森林を保つことに繫げるこ 

とができます。

そして目然を守ること 

が私達の暮らしを守る 

ことに繋がるのです。
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第四章 持続可能な社会の実現に向け

た白馬村の環境分野の取り組み



最近よく聞く MOFってなあに?

イメージ図

MOF

MOFは特定の物質(二酸化炭 

素など)を閉じ込めることが 

できるジャングルジムの形の 

ようなもの。



MOFの使われ方

二酸化炭素(co2)を閉じ込めそ 

こに水素(H)を合成してメタン 

ガス(CH4)を発生させてそれを 

エネルギーとして使って燃やし、 

そこででたCO2をもう一度MOFで 

回収でき、循環できることから最 

近注目が集まっている。

イメージ図

土酸化炭素+水素

11 
メタンガス

エネルギーとして燃やす

出たC02をMOFで集める



第五章 事業者さんや村民の方にお願いしたいこと



事業者さんにお願いしたいこと

1•省エネルギーの促進&C02削減

• 建物の断熱性のI (二重窓の導入など)

• 照明などに人感センサーを導入
ヲ

2、再生可能エネルギーやエコ製品への切り替え

• 太陽光発電などの目然エネルギーの導入

• エシカル商品などの取り扱いの促進 弋



3、車の使い方や物流の見直し

• 公共交通機関の利用を促進

• 事務用空調などの点検

• 低燃料車両やEV車両の得人

ヽ

ゝ・
4、水を大切に使い地域の緑化に貢献する

• 地域の琼境保全活動への参加

• 地域の間伐材など、環境に配慮したものの活用

• 環境に優しい洗剤の使用



村民の方にお願いしたいこと

1、家での省エネを心がける

• 冷暖房や照明の無駄な時間を減らす

• 電化製品を効率的なものに変える

2、公共交通機関やEV車両を使うなど交通を工夫する

• EV自動車を使ったり、アイドリングストップを実践する

• 急ブレーキや急発進を避けてエコドラ」 をするよー
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3、ゴミの削減や分別、リサイクルを意識する

• 上の使用量を減らしたり、ペーパーレス化を進める

• ゴミを減らすことを意識して、マイバッグなどを持つ

4、環境に優しい製品を使ったり、地域の環境保全に 

参加して自然を大切にする

• 環境に配慮した商品を使う

• 里山にゴミを投棄しない !

• 汚染物質が川に流れないように気をつける
ヽ/



mymizuについて
mym izuは白馬村で2024年から始ま 

った活動で、白馬村が事業者を「給 

水パートナー」として登録し、給水 

スポットにして、そのスポットにマ 

イボトルを持っていけば給水ができ 

る仕組みになっています。

ぜひ皆さんもマイボトルを日常的に 

持って使ってみてください！
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